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星野公平ニュース

Ｎｏ．１３２　　２０１１年　３　月　２４　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団)

住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５　
東日本大震災と福島原発事故
東日本大震災から１０日以上過ぎましたが、日刊の「しんぶん赤旗」では、連日「主張」の欄で事実に基づいて、日本共産党の思い・考えを報道しています。

３月１２日(土)　巨大地震発生　全容把握と救出救援に全力を
一刻も早く被害の全体像をつかみ、救援の手を差し伸べることが不可欠です。地震による被害を最小限に防ぐのは政治の責任です。救援の手が遅れて被害が増えることがないよう対策が求められます。首都圏でも大量の帰宅困難者が発生した。
　３月１３日(日)　被災者救援　１分でも早く、1人でも多く　　　　　　　　　
全国から消防や警察、自治体職員や自衛隊などが駆けつけています。「安全」と宣伝されてきた原子力発電所で、原発建屋の爆発がありました。大きな災害に際して大切にされなければならないのは、人の命です。国民の生命をまもり、安全を確保することこそ、政治の使命です。今こそ政治がその役割を果たすべきです。
　３月１４日(月)　福島原発震災　対策尽くし住民不安に応えよ
「炉心溶融」という重大事態が起きました。菅首相は原発の被災について、「想定外」の津波だったからと発言しましたが、「いいのがれ」はやめるべきです。
３月１５日(火)　 「計画停電」　正確で的確な情報提供を
「計画停電」自体はやむをえない面がありますが、やり方には多くの問題があり、計画を進めた東電と、認めた政府の責任は重大です。

３月１６日(水)　最悪の原発事故　拡大防止へあらゆる力結集を
原子炉災害を防ぐ原則は「止める」「冷やす」「閉じ込める」です。原子力安全委員会をはじめ、あらゆる専門家や専門家集団の英知を結集することが不可欠です。

３月１７日(木)　被災地支援　混乱を回避し、救援に全力を

日本共産党は、被災地の調査を踏まえて「燃料、正確な情報、水と食料」を政府に申し入れました。国連も「日本は今まで世界中に援助をしてきた。今回は国連が全力で日本を援助する」と表明しました。　　　　　　　　　　　　　　《→》
星野公平のモットー　　安心できる教育･医療･老後を
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月２９００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　

桑名市議会　２４日最終日　反対討論
提出された３４議案中、来年度予算案の総て１０議案・今年度補正予算案２議案（一般会計と国保会計）・条例の制定２議案（新西方コミュニティセンター設置条例と病院整備基金条例）・条例の一部改正６議案（下水道と水道の統合関係３、職員の病気休暇に関するもの、国保税の一部値上げ、強引な景観条例の制定）の計２０議案に反対します。　　　　　　　　　　　　　　　　反対する理由は、
１、一般会計予算では、市長の言う「健康づくり、子育て、防災の３本柱に予算を重点配分」は本当なのか。緊急性のない道路建設や公園整備などの公共事業は相変わらずであり、社会的弱者である高齢者や障害者いじめの予算には反対です。障害者へのタクシー券、ガソリン代助成に所得制限を導入し、生活困窮者への夏冬の手当は廃止です。「１０％削減」に無理があり、削るべきところが間違っています。削るところは無駄な公共事業であり、同和関連予算、大企業優遇の企業誘致奨励金です。指定管理者制度や業務委託はすべて見直しが必要です。個別的には、自衛官募集に協力する事務費、滞納者から差し押さえを強行する三重地方税管理回収機構負担金、住民の合意がなく、予算もないのに進められていく駅西土地区画整理事業費、広域清掃事業組合負担金にはどんどん値上がりするＲＤＦ取引料が含まれています。病院基金の２億円積み立て、保育料の改訂による負担増、子どもたちを競わせランク付けする新たな学力テストの実施に反対であります。
.                                                             .

《→》３月１８日(金)　大震災１週間　考えうる全ての対策総動員を　　　　　　　
被災した地域と被災者の生活再建のためにも、当面の救援が「かぎ」になります。
３月１９日(土)　患者や障害者　国が命守る責任果たしてこそ
とりわけ患者や障害者、高齢者、乳幼児や子どもたちなど、適切な支援なしには避難生活に耐えられない被災者への配慮が極めて重要であり、急を要します。
３月２０日(日)　被災者避難　住民の不安にこたえる情報を
事故のさいには｢隠さない｣｢ウソをつかない｣｢過小評価しない｣がなによりの鉄則です。被害を受け、避難を指示された住民に政府が責任を持つのは当然です。
３月２２日(火)　避難所生活　温かい食事を、風呂を、布団を、
三重県知事選挙始まる。３月２４日公示、４月１０日投票。
福祉 と くらし 一番の三重に
「県民本位のやさしい三重県政をつくる会」では、くらしと地方自治、地域経済再生へ「３つの転換」「７つの実行」を発表しています。
「３つの転換」　  
１、くらしに冷たい県政から、県民に優しい県政へ

２、国・財界「言いなり」から、“県民が主人公”国・財界にモノ言う県政へ

３、地方自治破壊を許さず、県民の声が通る県政へ

「７つの実行」　  　　
１、地域医療・福祉充実で、県民のくらし安定を
２、中小企業・地場産業・農林漁業を根幹にすえた経済政策で、経済を元気に

３、若者が安定した仕事に就き、未来に希望がもてる三重に

４、安心して産み育てられる三重に

５、みどりと環境を優先し、災害に強い県土をつくる

６、年間７千億円の財政を、くらしと地域のために

７、憲法・地方自治の精神を生かし、県民の声が通る県政に
この会から立候補している候補者は、特に次の３点を実現させたいと県内を走り回って頑張っておられます。
1、 廃止した市町への補助金を復活し、国民健康保険税を引き下げます。

2、 子どもの医療費無料を中学校卒業まで引き上げ、窓口無料にします。　
3、 住宅リフォーム助成を実施し、地元業者に仕事と地域経済を活性化。

桑名でワンストップサービスを実施（無料）
４月１６日（土）　　桑名市民会館３階の大会議室・会議室
午後１時から学習会　生活保護の基礎と実践、ハローワークの説明

午後２時から相談会　生活保護、雇用･労働問題、多重債務等々

幅広い相談を受け付けます。　　　　　　

主催　生活保護問題対策全国会議・東海生活保護利用支援ネットワーク

共催　桑名市（保健福祉部）　協力　社協、ハローワーク、桑員社保協

桑名市議会（続）　　主な議案の反対の理由
２、平成２３年度桑名市国民健康保険事業特別会計予算、平成２２年度桑名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）、桑名市国民健康保険税条例の一部改正について
国民健康保険の目的は「社会保障と国民保健の向上」です。多くの方が高い保険税で悩んでいます。滞納世帯は加入世帯１８,０００余りの世帯中５,０００世帯を超えていると言われております。何とか支払ったとしても３割の自己負担も重く簡単に病院にかかれない現実があります。早急に、桑名市で悲惨な事件が起こる前に、払える国保税に国・県の補助を求めながら改定すべきであります。この様な中で基金への積み立て（３億円）などしている場合ではありません。今回の値上げは、本当の意味で高所得者に負担増をお願いし、低所得者に負担を軽減させるのなら納得できますが、これは収入的に厳しい層に更なる保険税の値上げ・負担増を強いることになり、ますます払えなくなる事が考えられ反対です。　　　　　　　　　　　　　　　　

３、桑名市景観づくり条例の一部改正について

かなり立派な景観計画でありますが、鈴鹿の山を眺望保全の対象に入れるべきであり、景観重要道路には屋外広告物（看板）の規制をすべきです。また、公共施設（例えば学校とか幼稚園・保育園・病院など）の近隣では高さ制限が必要です。これらの問題を解決しないと今度の景観条例制定には意味がありません。条例起案部の都市整備課景観室と建築開発課はブレーキとアクセルの関係にあります。建築開発課が条例をどれだけ理解をし、都市整備部長が都市整備部理事にどれだけ意見が言えるか市役所内部の問題があります。いくら立派な条例を作っても、市に守るポリシーがなければ絵に描いた餅であります。市民に義務・責任を課すのでなく、業者に条例を守らなかった場合の罰則を条例に追加する事こそ必要です。従ってこの景観条例案には反対します。
独り言　　建設水道委員会の中から
水道事業関係の来年度予算の討論では、①使ってもいない長良川の水を長良川系と言って高く買っている事。②検針業務は県外の業者に委託し、他県に利益を持っていかれており、検針員は官製ワーキングプアの被害者になっている事。を指摘して反対した。水道部は、来年度から３ヶ年で基本計画を作成するという。また、名古屋上下水道局と技術協力の協定を結んだ。今頃何をやろうとしているのかわからない。作ったばかりの業者任せの「修繕センター」もどうなるのか分らない。行われているのは、入札における叩き合いだけです。総て最低制限価格近辺です。何時か又事件・事故が起こるのではと思っているのは私だけでしょうか。４月から下水道、農業集落排水事業、合併処理浄化槽関係を統合し、総て地方公営企業法の全部を適用し、議会の監視の届き難い所へ行こうとしています。






